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平成２１年３月新規学校卒業者の採用内定取消しの状況について 

 

 兵庫労働局では、兵庫県内の学校における新規学校卒業者の採用内定取消しの状況につい

て、下記のとおり取りまとめました。 

 

記 
１ 概要 
 

採用内定取消しがあった学校 ２２校 

（大学14校、専修学校5校、高等学校2校、中学校１校） 

採用内定取消し者数     ４２名 

（大学生32名、専修学校生7名、高校生2名、中学生１名） 

 

２ 把握方法 

(1) 大学等に対し電話による聞き取り調査による把握 

調査期間   各月10日～12日(1月は13日～15日、4月は1日～6日) 

  調査対象学校 115校、（大学35校、短大20校、高等専門学校2校、専修学校58校） 

(2) 学校からの連絡による把握 

(3) 事業所からの通知による把握 

 

３ 把握した採用内定取消し数 

※ 学校数は、重複があるため合計と各月内訳の計は一致しない。 

 

累計 4月（追加分） 3月 2月 1月 12月 11月 調査月 

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 

合計 ※２２ ４２ ５ ６ ５ ６ ４ ５ ４ ４ ９ １３ ６ ８

大学 ※１４ ３２ ４ ５ ３ ４ ２ ３ ４ ４ ６ １０ ５ ６

短大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

専修学校 ※ ５ ７ ０ ０ ２ ２ ２ ２ ０ ０ １ １ １ ２

高等学校 ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０

中学校 １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
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事業所の産業別内訳〔累計分〕 

 

最新の調査で事業所の産業別内訳及び所在地が判明したものについては、既に発表した

数字を遡って修正している。 

 

〔参考〕 

  厚生労働省では、全国の採用内定取消し者数２，０８３名を４月３０日発表予定 

（３月３１日発表では１，８４５名） 

 

４ 高校生の採用内定取消しに対する対応 

 (1) ハローワークでは、事業主に対して採用内定取消しの回避に向けて指導を実施した。

事業主も回避に向けて最大限の努力を行ったが、今後においても大幅な受注の減少が

予想されることから採用内定取消しに至った。（１社２校２名） 

 (2) 学校と一体となったハローワークの就職支援により、対象となった生徒のうち１名

については、１２月下旬に採用が内定した。 

(3) もう１名についても、１２月下旬に職場見学を実施した上で応募し、２月中旬に採

用が内定した。 

 

５ 中学生の採用内定取消しに対する対応 

  (1) ３月下旬に学校からハローワークに対して、採用内定を得ていた生徒の採用内定先

事業所が経営状態の悪化により倒産したとの連絡を受けた。 

  （2）  ハローワークでは、生徒、家族、学校等と連絡を密にして就職支援を行うととも

に、対象生徒の求人開拓を実施した。 

  （3） ４月上旬、安定所の紹介による事業所に職場見学、面接を行った結果、若年者トラ

イアル雇用制度を活用して採用が内定した。（４月１０日トライアル雇用開始） 

      

 

 

計 県内 県外 不明  

事業所数 人 数 事業所数 人 数 事業所数 人 数 事業所数 人 数 

合計 ３６ ４２ ６ ７ ２８ ３３ ２ ２

建設業 ２ ３ ０ ０ １ ２ １ １

製造業 ４ ５ ２ ３ ２ ２ ０ ０

情報通信業 ６ ６ ２ ２ ４ ４ ０ ０

卸売・小売業 ８ ９ ２ ２ ６ ７ ０ ０

金融・保険業 １ １ ０ ０ １ １ ０ ０

不動産業 ５ ６ ０ ０ ４ ５ １ １

飲食店・宿泊業 １ １ ０ ０ １ １ ０ ０

ｻｰﾋﾞｽ業（他に分類されないもの） ９ １１ ０ ０ ９ １１ ０ ０



 ６ 「特別相談窓口」での相談状況（11月28日～4月20日までの実績） 

(1) 相談人数 １１人（大学生８人、専修学校生３人） 

(2) 相談内容等（重複あり） 

ア 事業所に対する補償請求に関すること ４件 

イ その他 ７件 

ウ 就職支援に関すること ４件 

（特別相談窓口設置場所  神戸学生職業相談コーナー 神戸ｸﾘｽﾀﾙﾀﾜｰ 12階） 

 


